
2. J-Methods Farming 2022 販売実証計画

 場所： Bento B レストラン
アーメダバード市内 Ashok Vatika地区 One42ショッピングモール内

https://bentob.in/

• 日本食風のピュア・ベジタリアン料理店
• 面積：850㎡（厨房設備込み）
• 座席数：約80席（テラス席込み）
• 営業時間：12:00-22:30（年中無休）

【レストラン概要】
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今年度は現地の日本食レストランとコラボした販売実証イベントを計画しています。

 期日： 2023年1月26日（木、祝）～2月1日（水）（予定）

 販売内容：
１．レストラン

収穫されたカリフラワー、ミニトマトを使った期間限定メニュー販売
２．直売

店舗に直売カウンターを設置し、収穫されたカリフラワー、ミニトマトを販売
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 過年度同様、SEWAアーナンドオフィスでの近隣住民をターゲットとした小売を継続実施する

SEWAオフィスでの直売

 販売実証やSEWAの直売に加え、特に収穫ピーク時期においては、仲買人を通じた現地ローカル
マーケットへの卸売販売を実施する

マーケットへの卸売販売

 各実証での販売単価・数量や購買層等の販売実績をデー
タ収集し、ローカル野菜との価格比較等を分析

 特に販売実証イベントにおいては、購入者へのアンケー
トを実施し、味覚や販売価格の意見を収集
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前頁のイベントに加え、SEWAオフィスでの直売や卸売を今年度も実施し、販売実証イベ
ントも含め販売データの収集・分析を行います。

販売実証イベント

販売データの収集・分析

SEWAオフィスでの直売

マーケットへの卸売販売



過年度同様、現地スーパーマーケットでの店頭販売を志向
Leaf社やHariha Farm社など、Reliance以外の流通・卸業者とコンタクトし折衝

当地では小売スーパーの発言力が強く大口量の契約が必要、などインドの商慣習や
ビジネスルールに沿わず、流通ルートに載せた販売が難しいと判断

現地のモールやスーパーに直接コンタクトし、期間限定の販売スペース賃貸借による
販売実証を計画
SEWAも現地小売と直接交渉したものの、高額な賃料の要求や衛生管理などSEWAが
保有していない多くの資格保有が条件となり、こちらも小売の影響力が大きく、
他案の模索を開始

ジェトロアーメダバード事務所にも相談し、日本食風の食事を提供するBento Bの
紹介を受け、オーナーであるMr. Amit氏と面談
先方もJMFの活動に賛同してくれたこと、およびショッピングモール内の店舗で
集客も見込めると判断し、Bento Bとのコラボレーションによる販売実証を企画
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2. J-Methods Farming 2022 販売実証計画

（ご参考）販売実証パートナー Bento B 選定経緯
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3. J-Methods Farming 2022 今後の予定

1月 2月 3月

成果報告
イベント

圃場

販売実証

現地収穫セレモニー（1/21）
※P6ご参照

成果報告会（2/14）
※P7ご参照

カリフラワー・トマト収穫

大根・カボチャ・スイカ収穫

SEWA直売・卸売 ※P3ご参照

販売実証イベント
※P2ご参照



4. J-Methods Farming 2022 成果報告会のご案内

 期日： 2023年1月21日（土）

 時間： 10:00～12:00（仮、インド時間）

 場所： グジャラート州アナンドJMF圃場

 現地参加者：
農林水産省輸出・国際局吉岡参事官・阿辺交渉官／ジェトロアーメダバード事務所
SEWA Jyoti Macwan書記長／現地農業関係者／
サグリバンガロール／現地参画企業各ご担当者さま（Nichino India社他）

 オンライン参加者：
農林水産省輸出・国際局／JMFユニットチーム
八千代エンジニヤリング／参画企業ご担当者さま

 アジェンダ：
来賓ご挨拶（ジェトロ・Nichino India他）／農林水産省およびSEWAによる事業報告
収穫・試食イベント／等

（1）現地での収穫セレモニー
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JMF事業の成果報告として、今年度はインドと日本それぞれで報告会の開催を予定してお
りますので、参画各企業さまにもご参加頂きたく、よろしくお願い申し上げます。

※2019年11月、JMF実証開始式典の様子



5. J-Methods Farming 2022 成果報告会のご案内

 期日： 2023年2月14日（火）

 時間： 14:00～16:00（仮、日本時間）

 場所： 農林水産省

 参加者：
農林水産省輸出・国際局／JMFユニットチーム／
SEWA Mansiマネージャ・Lalitaben圃場リーダー／八千代エンジニヤリング
参画企業各ご担当者さま
※可能な限り農林水産省にて対面でのご参加をお願いしたく存じます

 アジェンダ：
農林水産省ご挨拶／八千代・SEWAによる事業報告／参画企業各社資材のご紹介
次年度事業について／等

（2）日本での成果報告会
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日本での報告会には、SEWAも出張して対面で参加予定です。出張滞在中、個別の企業訪
問も実施したく、対象企業さまにおいては個別に相談させて頂きます。

※2019年5月、JMF事前説明会の様子



＜UP州政府とのMOC＞
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参画企業によるGJ州でのイベントの様子 

 Taiyo India 耕うん爪デモンストレーション（2022年10月15日） 
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